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第二テサロニケ　1:1-2
　この手紙も、第一に続けて書かれたらしい。状況はさほど変化していないのだから、前の手紙を書いて、すぐに、もっと語りかけたいと、ペンを取り出したということになるか。冒頭の書き手の紹介も前と同じである。当時は手紙を書くのも、それを送るのも、決して簡単な話ではない。それなのにこんなふうにして書き送るというのは、よほどの思いがあったということだ。内容自体は、切羽詰まった危機的状況というほどではないので、広く一般的な心配、でもある。ふと、現代なら、さほどの深刻な話ではないけれど、頻繁にやりとりされているネット上のコミュニケーションツールの感覚にも似ているか。だとしたら、ああいうやりとりも、さほどの内容ではないとしても、そこに込められている思いについては、価値あるものとして見ていかねばならないかも、と思う。
 
第二テサロニケ　1:3-4
　パウロはテサロニケの人々を案じて、この手紙を書いている。だから、彼にとって何よりの喜び、幸いは、テサロニケの人たちがしっかり歩んでいる姿そのものである。パウロのために何かするとか、あるいは彼らがテサロニケの町で出世するとか、そういうことではない。彼らが様々な困難の中でも、神を信頼して歩んでいることこそ、パウロのような関係の者にとっては、最上の喜びであるのだ。これはパウロたちだけの話ではない。神を信じる者として歩んでいるすべての人々が、互いについて思いを馳せるときに、そこで存外の喜びに出会えるかどうかは、まさにこのような姿にこそある。だからこそ、切に願い、祈り続けたいと思う。
 
第二テサロニケ　1:5-10
　正しいさばきがあることの証拠とは、テサロニケの人たちが苦難の中でも忍耐と信仰を保っていること、だと言う。苦難そのものが神にあることの証拠、という言い方がされる箇所もあるが、ここでは、人々が立ち続けていることに注目している。彼ら自身の力ではない。神の支えがあるからこそ、である。そうやって神が支えてくれているということはつまり、神はテサロニケの人たちを顧みておられるということの証拠であり、彼らの道筋について神は力強く関わってくださっていることの印である、と。ちなみに、倒れてしまっていたとしたら神から見捨てられた印、という話ではない。どうも聖書をそういうふうに読みがちだけれど、それは先走りすぎである。パウロはテサロニケの人たちの状況を踏まえて、彼らを励ますために書いているのだから、一般論にしすぎるのは良くない。
 
第二テサロニケ　1:6-7
　率直に言えば、ここに語られていることは戸惑いを覚える。人をどちらの側に着くかで線引きして、味方には幸いを、敵には害悪をと言っているわけであるから。世の中的にはよくあることだが、戸惑うのはそれが聖書全体の中で神が指し示されている行動、姿勢とは食い違うように思われるからだ。神は罪人を招き、放蕩息子を迎え入れる方。それに、「あなたがたを苦しめる者には苦しみを」と言うなら、パウロ自身がそのように扱われるはずであるのに、彼は正反対の扱いを受けた（宣教の業の苦労など、そこにある幸いからすればものの数ではない）。聖書は教科書や辞書のようにして書かれているわけではない、ということを意識すべきである。これは苦悩しているテサロニケの人々に対して、その苦難は決して神から見放されたことの印ではない、自分たちが間違っているからの苦しみではない、ということを告げるためのもの。だからこそ、当然に、こういう言い方になる。彼らを必ず守るという神の意志が示されているのだ、という観点でこそ読むべき箇所である。
 
第二テサロニケ　1:8-9
　パウロがこの箇所を書いている時に意識していたのはテサロニケ教会の人々を励ますこと、である。ただし、ありもしないことを口にしても、それは励ましにはならない。「罰」は確かに存在する。もっともそれは、神を知ろうとしない人々にとっては、さほど重視されていない苦しみであるようだ。人は、神から切り離されることがどれほどの痛みであり、絶望であるのかに気づいていない。そして、神などいらない、と言い続けている。真に神と向き合ったときにそれに気づくことになるだろう。しかし、こういうことが語られている時により重要なのは、これが神を知らない人に対する警告ではなく、神を信じている者たちへの警告として告げられている点だ。つまり、今手にしている幸い、神と結びつけられた幸いと喜びを投げ捨てるのはどれほどの痛みであるかを、あなたは知っているはずだ、という呼びかけ。世に対して刑罰を叫んでもほどの意味はない。主を知る者に対してこそ、手にした幸いの大きさを知るために、神から切り離されることの深刻さを語る必要がある。
 
第二テサロニケ　1:7
　決着はキリストの再臨の時になされると告げられている。その理由はいくつかあり、まずは、今はまだ決着の時ではないので苦闘は続くから覚悟しておこう、という意味。次に、決着をつけるには世界を根底から覆すほど取り組みが必要であって犯罪者を逮捕して刑罰に処すような程度のものではない、という意味。だからこそ、御子キリストご自身の到来が必要で、それ以外の方法ではなされ得ないのだという、そのような意味。つまり、期待もあり、でも忍耐も必要であり、そして、覚悟も、である。主の到来は必要であり、切望である。だが、今すぐに、と言うべきかどうかは悩ましい。神ご自身も、今すぐと判断されていないように、そのときがいつであることを望むのかは、非常に悩ましい。
 
第二テサロニケ　1:9
　永遠の滅び、という言い方は、その後のキリスト教世界において、十分に吟味されずに語られているように思う。たとえばこれは、地獄で永遠に苦しむ、という意味合いで使われることがある。でもそれは苦しみであり、滅びではない。滅びは通常、消滅の意味で使われる言葉だが、とすれば、永遠かどうかはさほど意味がない。関連させ得るとすれば、二度と回復しないという意味を込めて「永遠」と表現しているのか。この箇所は、永遠の滅びという言葉を使った理由については何も説明していないけれど、その中身については大切なことを告げている。つまりそれは、主の御前から退けられること、であると。かつてアダムたちがエデンから追放されたことは、当然にこれと重なる。消えてなくなるわけではなくて、神との関わりを失ってしまうということ。聖書はいつも語っている。神から離れることほど、決定的な暗黒はないのだ、と。人の思い描く地獄とは比べものにならないほどに、それは絶望的である。多くの場合、人はその深刻さに気づいていないのだが。
 
第二テサロニケ　1:10
　テサロニケへの手紙では、キリストの再臨に関する話題が取り上げられている。そのことが、他にもたくさん合っただろう手紙の中で、これらが受け継がれることになった理由に関係しているのかもしれない。なぜ、テサロニケ教会において、という点については明確な答えは難しいように思う。ただ、この教会が始まってまもなくであったことを考えると、この話題がキリスト教信仰の基本的な要素であったことはうかがい知れる。それは、救い主キリストと共にいたい、という願いは、信仰者にとってごく基本的な思いであったと言うことでもある。もともと神への信仰そのものが、立派な人になるとか、悟りを開くとかではなく、神と共に歩むことにこそ基軸があったのだから、当然でもあるのだが。でも、この基本的な欲求がいつのまにか忘れられ、何か格好よさげな「理念」になっていることは危惧される。
 
第二テサロニケ　1:10
　感嘆の的、という言い方はちょっと印象深い。ごく一般的な言い回しで、ほめたたえられる、と訳しているものもあるが、感嘆だと、びっくり仰天、目を丸くして、唖然として口を開けて、という雰囲気にもなる。この箇所の様子からすれば、そんなふうに圧倒されていますという様子のほうがぴったりのようにも思う。もちろん神を賛美するのだが、私たちが何かをするというよりも、感激の涙にむせている、というような。そういう素晴らしい出会いがあることを、パウロも、テサロニケの人たちも、楽しみにしているのである。
 
第二テサロニケ　1:11-12
　人々のために祝福を祈り願うことは、こういった手紙における基本的な要素である。それは何も手紙だけでなく、私たちの日々の信仰生活においてもなされるのが好ましい。人は互いのために願い、また、祈り支えられることが欠かせない。この中に、「善を求める願い」をと告げられている点に注目する。様々な困難がある時に、ともすると諦め気味になり、どうせ、と言いたくなる。詩篇37が語るように、善よりも悪でいい、と思うこともあるだろう。だが、神の真実な祝福を信頼するのであれば、私たちはやはり、善を求め続けるべきである。この思いは決して手放すまいと、そのように心したい。
 
第二テサロニケ　1:12
　主があがめられるため、という言い方は、聖書にはよく出てくるのだが、あがめられることが目的というふうに読めてしまうので、留保が必要だと思う。これはむしろ、人々が祝福され、それによって神の御名が崇められるようになるのだと、そのように読んだ方が適している。ギリシア語の使い方としても、それで問題はないはずだ。「ため」という日本語は少々強すぎると、私は思っている。
 
第二テサロニケ　2:1-2
　キリストの再臨については、第一の手紙でも語られていたのだが、テサロニケでの混乱はさらに深刻さを増していたようだ。そこで問題になっているのは、キリストはすでに再臨した、という話がまことしやかに語られていた、という事態である。テサロニケは、教会が始まってからまだ長い日々を経ているわけではない。つまり、様々な論議がなされていって、ようやく深淵的な終末論に達した、というのではなくて、当時のクリスチャンたちにとっては、ごく基本的な関心事だったということになる。それに比べると、現代においては終末論はあまり意識しなくてもいい、という扱いの方が多いように思う。ただし、当時の問題点も合わせて考えるべきで、彼らはそのことに関心を示していたが、間違った方向に流れていたのであり、それは信仰全体に関わる大問題だった。意識しないよりはまし、などと言えるレベルではなかったのであるから、この話題は今日においても慎重に扱う必要があるのだ。
 
第二テサロニケ　2:1-2
　この箇所からすると、キリストの再臨は、まだ起こっていない、のである。それを間違った認識に引っ張り込む人々の動きを、パウロは断固として否定している。いつの時代にも、世の終わりは来た、というふうに語る人々がいる。だがイエスご自身もそれを否定されたように、私たちは明確に、それを否定すべきである。再臨は、議論の余地なく、すべての人に明らかになるようなあり方でなされる。すべてというのは、神を拒む者にも、ということだ。そのような事態になっていないとすれば、誰かが何かを主張しようとも、それはまだ、なのだとわきまえる必要がある。
 
第二テサロニケ　2:1-2
　再臨に関する間違った情報は、「霊」や「ことば」や「パウロたちのものらしい手紙」によって、人々の間に流布していたようである。霊とはつまり、神からそういう啓示を受けたという主張である。神秘的な体験、お告げを受けたという部類のものだ。いつの時代にも、こういうのを否定するのは容易ではない。だからこそ、神は聖書という形でご自分の告げることを明示された。ここで聖書論を扱うのは無理があるが、聖書は明らかに、旧約とキリストご自身の教えと、そしてその教えを人々に届ける使徒たちの語りをこそ重視している。後の時代的に言えば、まさに聖書である。
 
第二テサロニケ　2:1-2
　人々をまどわしていた「ことば」とは、この場合には、言葉巧みな説得を指しているのだと考えるのが良いだろう。論議というものは大事であり、説得性というものも必要である。ただ、そういうものが備わっていれば正しい内容とは限らない。どれほど立派な主張でも、それが神ご自身の語られている事に合致するかどうかに関心を持ち続ける。それが神を信じる者たちのあり方だ。何しろ私たちは、人の知恵ではなく、神をこそ信じているのだから。
 
第二テサロニケ　2:1-2
　パウロたちの手紙のふりをしているもの、があったということは、当時すでに、偽の書簡が出回っていたということになる。パウロたちが手紙という手段を用いていたからだろうか（他の使徒たちも活用していたと考えられる）、偽りを流布させたい人々、あるいは偽りと自覚しないままに間違ったことを主張しようとしていた人々も、手紙を用いていたようだ。ただ、もしもそれが真実だと確信するなら、パウロの手紙のふりなどする必要はない。堂々と語ればいい。それができない、していないということに、内容の信憑性は大きく損なわれていると言うべきなのだ。この主張は、後々の各種書簡の著者性を考える際に、重要な視点になるだろう。ヘブル書のように自らを明確に語っていないものは別として、少なくともパウロの書として明示されているものについては、そこがごまかしだとしたら、当時の人々はそれを受け入れはしなかっただろう、ということである。
 
第二テサロニケ　2:3-12
　キリストの再臨は不法の者が現れた後である、と語られているこの箇所は、なかなか理解が難しい。まず、事態が悪くならないとキリストは来ない、というふうに規定してしまうと、人間のありようによって、主の計画を左右できるような感覚になってしまう。たとえば、この箇所を受けて、再臨を是非早くに、と考えると、それなら不法の者を出現させようと画策する動きが出てきそうである。実際にアメリカでは、核戦争が起これば世の終わりが来るのだと考えていた人たちがいた、という本を読んだことがある。むろん、大きな間違いだ。神のご計画は、ただ神の御心によってのみ推進され、時が定められるものなので、不法の者の出現時期によって影響されるわけではない。
 
第二テサロニケ　2:3-12
　次に、不法の者、などはいつでもいるのだし、背教もある。とすれば、今にも再臨は、ということになるわけだが、そういう考え方は、この箇所の意図とは明らかに違う。パウロは、すでにキリストの再臨は来ている、あるいは今すぐにというふうに宣伝している人々を否定するために、この言葉を語っている。ということは、ここで言う「不法の者」はまだ登場していない、ということだ。何か特定の存在を意図した言葉、と考えるのが最もすっきりするし、黙示録の記述とも重なるところがある。が、それが何なのかは全く判明しない。少なくとも、歴史上これまで取り沙汰されてきたものはいずれも違うのだから。こういう箇所の理解の仕方としては、そのことが起こったときには、すべての人にとって、議論に余地なく明らかになる、というような存在、と考えるのが妥当だろう。
 
第二テサロニケ　2:3-12
　昨日の理解に基づけば、この箇所の読み方としては、まず、明らかに主張されているように、その時はまだ来ていないし、不法の者もまだ到来はしていないのだから、愕き慌てすぎるな、ということが一つ。それから、平穏無事に感じているような場合には、事態が悪化することはあり得るのだと言うことを、決して忘れてはいけない、ということを肝に銘じること、であろう。この二点を認識しているならば、終わりの時に関して、通常の心構えとしては十分なものが手に入るとも言えるはずである。
 
第二テサロニケ　2:4
　キリストの再臨時期との関連では、昨日までで述べたことで良いのだが、もう少し掘り下げて、不法の者のことを考えてみよう。その者は、自分を神だと主張して、神こそが礼拝されるべき位置に自らを置く、とされている。神の宮はエルサレムの神殿を意識しているが、物理的な場所だけではなく、理念的な位置づけを意識した方が良い。これも、歴史上何度も出てくるものだし、人間全体の姿でもあるのだが、この箇所が意図している存在は、そういったレベルとは隔絶したものなのだろう。だが、一般論として読むならば、間違った者の性質として、自らを神のように語る存在というものに対しては、断固として間違っているとする必要があるということだ。ダニエルの出来事はその前例としても参考になる。自他共に、厳格に自戒すべきことである。
 
第二テサロニケ　2:6
　この言い方からすると、不法の者の到来は、神がその時を定めているということになる。神がなぜあえて、引き留め得る悪なるものを解放するのかということは疑問があるが、こういう箇所の意図は、様々な悪が見られたとしても、それもまた神の支配の中にあり、決して好き勝手な行動がなされているわけではない、という、神への信頼と期待、安堵を指し示すことにあるのだと、そう受け止めるのが妥当だろう。
 
第二テサロニケ　2:7-8
　不法の者を引き留めている者が取り除かれる、というのは恐怖にも感じられる言葉だが、しかしこの箇所が言いたいのは、それで混乱が始まるという話ではなくて、到来した不法の者は、しっかりとキリストによって滅ぼされるのだということである。つまりは、神に信頼している者たちは、怖がる必要性はない、ということである。回りに嵐は吹きすさぶが、神の守りは確かだ、ということである。こういう希望と確信を伴わせずに終末を語るのは、聖書の意図から大きくかけ離れていると言うべきである。
 
第二テサロニケ　2:9-10
　この言い方を見ると、パウロが危惧しているのは、摩訶不思議な霊的存在のことではなくて、愚かな行動をする人間たちのことであるようだ。「自分を救う真理」と書かれていることからも、サタンとか悪霊の話ではない。とすれば、告げられている行動も、超自然的なもののことよりも、人の業としてこの世においてなされ、人々を惑わし、自らをも滅ぼしている、そういう事柄のことであろう。思うに、不思議な勢力の話を持ち出しすぎるのは、結局、人が抱えている真の課題から目をそらすことになってしまう。サタンのことは深刻だが、でもそれは神に委ねていればいい。人が向き合うべきは、何よりも自分たちのこと、人間の領域のことである。
 
第二テサロニケ　2:10
　人が抱える過ちは、「自分を救う真理を愛をもって受け入れなかった」ことだとある。つまり、神が呼びかけてくださった救いを拒み、あるいは否定し、あるいは目をそらして、別の道を行こうとすることだ。その中には、最初から神を信じない人たちもいるが、信じていますと言いつつも、救いの真理を見ずに、別の道筋を追い求めている者たち、つまり、行いによる評価を求めている者たちも含まれてくる。この課題は初期からずっと問われているもので、何もユダヤ的律法主義だけの話ではなく、人類全体の傾向である。
 
第二テサロニケ　2:11-12
　偽りを信じるようになる、ことについて、それはその人たちが神を信じなかったことの結果であり、処罰の一環というように語られているのは印象深い。一般的には、間違った行動を取るから神に罰せられる、というふうに見られているが、ここにはむしろ、神の差し伸べてくださっている救いを受け止めようとしないので、間違った行動に走るようになるのだと言われている。これは聖書全体の主張にも合致する。その人が悪いことをしたから罰せられるのではない。悪事はだめだが、でもそれは事態を破壊するまでには至っていない。神は悪人を救うことができる。でも、人が神を拒んでしまったら、それは自ら道を閉ざしてしまうこと。神の切なる訴えは、だからこそなされている。
 
第二テサロニケ　2:13-15
　パウロの、いや、聖書の語る幸い、喜びは一貫している。それは人々が神に出会い、神の祝福を受けるようになることだ。それも、立派にやったご褒美ではなく、神からの恵みとしての幸い。だからこそ人々は何よりも主なる神をほめたたえる。神に感謝をする。自分のこと、そして他の人のことについて、この喜びを持ち続けられることこそ、幸せな日々と言えるだろう。
 
第二テサロニケ　2:16-17
　慰めという言葉が出てくる。テサロニケの人たちには慰めが必要だったということだ。何だろう。具体的には語られていないが、状況からすると、キリストに出会い、その幸いを知って歩み始めたテサロニケの信仰者たちは、それゆえの苦闘に直面していたはずだ。反対者というだけでなく、自分自身のうちにある課題とも戦い続けて、である。正しいことだから、というだけで歩めるものではない。それほど簡単ではない。それほど人は立派ではない。だからこそ、いつでも主の慰めが必要だ。励ましだけでなく、力だけでもなく、導きだけでもなくて、慰めが、である。主の懐に憩うことなくして、私たちは歩めるはずもない。
 
第二テサロニケ　3:1-5
　新約の時代、福音はまだ発信され始めたばかりである。世界のほとんどはそれを知らず、気づいてすらいない。例えば現代は、キリスト教の存在くらいは聞いたことがある人のほうが圧倒的に多いだろう。そして、もしも興味を持って尋ね求めようとすれば、その中身を知る機会を持ち得る地域も多い。制限されている場所も多々あるが。だが、新約の頃は存在すら知らない。巷の神々とは異なる何かを求めても、どこを探せば良いのかも分からない。「速やかに広まる」ことを切に志すのは、この幸いを知った者としては当然でもあった。現代は、彼らとはやり方が違って当然だし、感覚的にも違う。だが、つまるところ、人々が主に出会い、主を信じ、主と共に生きるようになることを切望する思いは同じである。
 
第二テサロニケ　3:2
　ひねくれた悪人からの救出という願いは、テサロニケ、あるいはパウロの状況としては非常に強いものであったと言える。彼らは日々苦闘していた。むろん、時代、地域は違っても、様々な苦闘はある。それでも、彼らの直面していたことの重さは激しい。現代でも同様のことに直面している人々はいる。世界の各地だけでなく、日本においても。だから、そのために「祈って」いく必要の切実さを思わせられる。
 
第二テサロニケ　3:3-5
　厳しさはあるが、人々は常に、神の守りはそれよりも圧倒的に強いことを確信していた。いや、そのことを繰り返し思い出させられ、そして励まされ、だからこそ、立ち続けることができた。いや、くじけることがあったとしても、それでもなお、立ち返ることができた。神への信仰を語るのであれば、神の確かさを、その力と、その誠実な助けを、切々と語り続ける必要がある。そうでなければ、人はとうてい立ってはいられない。良いものがある、というだけではなくて、その確かさを確信するのでなければ、である。
 
第二テサロニケ　3:6-13
　この話は、第一の手紙にも出てきたキリストの再臨、終末のことと関連する。間もなくこの世は終わるのだとしたら、そんなに必死になって働かなくてもいいではないか、という観念だ。例えばである。休暇に別荘に滞在したとして（優雅な話だが）、明日には引き払って帰るとしたら、冷蔵庫の食材が枯渇しかけていても、わざわざ買い出しに行ったりはしない。棚に残っている缶詰とか、あるいは近くのコンビニで買ってきて済ませる。終わりが近いのだったら、持ち物を融通し合って、例えば資産家が提供して、それで食べてしのいで、最後を迎えればそれでいい、と考えるのは、確かにありそうである。だが、それは間違っている、と告げられている。
 
第二テサロニケ　3:6-13
　なぜ間違っているのか。一つ目の理由は、働くことの意味を見失っているからだ。とりあえず生きながらえればいい、というための労働ではない。神はこの世界を人に託し、互いのことを支え合う業も託された。それなら、目の前に今日の食べ物があるかどうかではなく、その労働そのものに意味があるからこそ、人は事に取り組み続けるべきなのだ。最後の最後まで、である。決して、命を削って酷使される、という話ではない。ゆとりも、遊びも、そういうものも含めて、である。ここに置かれ、ここで生かされているということの意味は、終末が差し迫っていたとしても、何も変わらずに続いているのだ。何のために自分がここにいるのかを履き違えると、混乱が生ずる。
 
第二テサロニケ　3:6-13
　働かない、ということは、誰かに食べさせてもらっている、という意味だ。むろん、すべての人が畑を耕すわけではない。その人の存在意義、なすべきことは様々あるわけで、それはいわゆる「労働」に限ったことでもない。ここで言われているのは、誰かに寄生していれば済むのだから、というような姿勢の話だ。自分のなすべきこと、なりえることもせずに、でもある。だから、現代の様々な支援などの話とは別である。それに考えてみよう。自分は何もせずに出されたのを食べているとしても、結局それは誰かがそのために労し、提供してくれているからこそ、である。それも思わず、目の前にあるものを食べていれば、そのうち終わりが来るから、それで問題なし、とする姿勢は、あまにも愚かであり、人を造り、この世を造られた神に対する冒?でもある。
 
第二テサロニケ　3:7-8
　パウロのこういう言い方を取り違えると、生産的な仕事をしている人以外は、別の仕事で自らを養いつつなすべき、という話になってしまう。時々、牧師などもそうあるのが基本、と語る人がいるが、それは聖書の読み違えである。むろん、そうすべき人はしたらいい。でも、片手間でできるほど安易なものではないはずで、それが可能であるならば、すべての時間を注ぎ込むべきである。パウロ自身も、働きながら活動したこともあるが、資金が与えられた時にはそれを用いて、伝道活動に専念していた。聖書の読み方においても、こういう語られ方を取り違えるのは愚かな話である。（生産に携わらない仕事は多々あって、例えば教育だって専念する人々が必要である。だがこれも、親や近隣社会が片手間でやれば十分、という考え方もある。でも、聖書は少なくともそういう話をしてはいない。）
 
第二テサロニケ　3:6-13
　この話は、つまるところ、キリストの再臨はいつか、ということにも関わる。だが、それは明示されていない。すぐ、という言い方は出てくるが、人の考える「すぐ」ではないことは明らかである。だからこそ、私たちは常に、それがいつでも良いという心構えと、そしてまた、突然にやってくるその時までは、今の状態はまだまだ続くのだ、という前提での取り組みが必要とされる。終末を意識した生き方というのは、時期的なことに左右されるものではなく、もっと理念的な部分でのものと心するのがふさわしい。
 
第二テサロニケ　3:14-15
　この手の話について、パウロの言い方はしばしば激しい。ここでは穏健な感じではあるのだが。でもそれは、手紙として書かれていることが前提であり、決して、規則を定めているわけではないということを意識しつつ読まないと、せっかくの呼びかけを悪いものにしてしまう。また、こういう語られ方を、破門とか、陪餐停止とかの話として持ち出すことも少なくないが、そういった制度があったわけではないのだから、もっと日常的な話と考えるべきだ。たとえば、食事に招いて一緒に遊ぶとかをやめる、つまり、君に対して怒っているのだよ、ということを態度で示す、というような話である。相手に問題があるのに、へらへらしている、というのはありえない。それはむしろ、大切なはずの相手への裏切りでもある。
 
第二テサロニケ　3:16
　こういう祈りの言葉、いや、そういう切なる祈りの存在は、様々な課題の中に生きているこの世界、そして私たち自身にとって、何よりのものと思う。問題は簡単には解決しない。本人ではなく周りの問題であれば、なおさら厳しさも続くだろう。だからこそ、神が共にいて下さるならばと、それを切に願うのだ。ヨブの苦悩に対する答えも、理論的な解明ではなく、優しい言葉というのでもなく、神が共にいる、というその一点に集約していたことを思い起こす。
 
第二テサロニケ　3:17-18
　戦国から江戸の頃には、大名などは、誰かに手紙を書かせて、最後に自分の手で花押を書き込んだと聞いている。自分の手紙である、ということ、その内容について責任を持つ、という表明でもある。聖書全体について、それは決してどこかに神ご自身の花押が記されているわけではないけれど、でも、こうやって人々に提示されているものについて、神は責任を持ち、ご自身からの呼びかけとして指し示して下さっていることは、これを読む際に思い出しておきたいことだ。これは神の言葉であるのだから。
 
テサロニケ終了
　テサロニケの第一と第二を読み終えました。改めて読んでいて、感慨深い思いがありました。この教会に対するパウロの切なる思いやり、そして神ご自身の人に対する思いやりを、考えさせられます。
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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